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C 19　　 マ ウ ス の 系 統 差 が コ レ ステa   ー ル 胆 石 形 成 と 糞 ス テ ロ ー ル に 及 ぼ す 影 響

実 践 女 大 家 政　　 ○ 中 川 靖 枝 ， 原島 恵 美 子

国 立 健 康・ 栄 養 研　 辻　 啓介 ， 市川 富 夫

m 的　 我 が国 の 疾 病 構 造 は 近 年 欧米 型 へと 変 化し ， 従 来 に 比し て日 本 人 の コ レ ス テロ ー

ル（Choi  ） 系 胆 石 保 有 率 も 次 第 に 上 昇 傾 向に あ る ． 演 者 ら は すで に 種 々 な 栄 養 素 が 胆 石 形

成 に 及ぼ す 影 響 に つい て 動 物 実 験に よ る 検討 を 重 ね て き た ．し かし,     Choi 胆 石 形 成 に 影 響

を 及 ぼ す 因 子 は ， 食 事 以 外 に も 遺 伝的 な因 子 の 関 与 が 重 要 と 推 測 さ れ て い る ． 本 実 験 で.は

遣 伝 的 に 異 な る 種 々 な マ ウ ス に 同一 飼 料を 摂 取さ せ,    c ho I胆 石 形 成 率 や そ の メ カ ニ ズ ム の

一 端 と し て の 糞 ス テ ロ ール 排出 へ の 影 響 な どを 調 べ た の で 報 告 す る ．

n  去　 実 験 動 物 は５週 令 の 雄 性 マ ウ ス で日 本 クレ ア から 購 入し たCBA,DBA,BALB,C3H ，

C57BL の5  n を 用 い た. 飼 料 組 成 は ， カ ゼ イ ン22 ％, 大 豆 油5 ％. ミ ネ ラル 混 合3.5 ％, ビ

タ ミ ン 混 合　1.2 ％,     cholO.5 ％, コ ール 酸NaO 。25％ ， 糖 質(   a コ ー ン スタ ー チ と シ ョ 糖 を

等 量 ） で100% に 調 整 し た.   1 群to ～11 頭 と し 飼 料 ， 飲 料 水 は 自 由 摂 取で ５ 週 間 飼 育 し た．

飼 料 摂 取 量， 体 重 測定 を 行 な い ， 飼育 期 間 中 の２日 閥 に 各 群 の 糞 を 採 取し た ． 飼 育 終了 後，

胆 石 の 有 無 を 観 察 し 胆 裏 ， 肝 臓 を 摘 出 し 分 析 し た. 脂 質 の 定 量は 酵 素 法， 胆 汁 酸 の 定 量 は

硫 酸 クロ モ ー ゲン 法（ 胆 嚢 ） お よ び 酵 素 法（ 糞 ）で 行 な っ た ．

結 果　 胆石 はBALB が 11 頭 中1 0 頭 と 高 率に 形 成し ， 他 は1 8 ％ 以 下 の 率 で 系 統 差 が 明 確 に 認

め ら れ た． 対 体重 肝 臓 重 量 はC67BL が 最 大で 最 小 のDBA の1  .2 倍 で あ っ た ． 肝 臓chol 量 は

BALB が 最 も 高 く, C57BL,C3H ，DBA.CBA の 順 に 低 くな っ た ． 胆 裏 中 のc  h 0 I量 はBALB が 最 大 で 最

小 値 のDBA の 約７倍 であ っ た ． 胆 嚢中 の 胆汁 酸 はC57BL が 最 大 値でCBA,DBA ，は 少 な く,    chol／

胆 汁 酸 比 はBALB が 最 大 値 と な っ た ． 乾 燥 糞 重 量,    Choi ／胆 汁 酸 比 はBALB が 最 小 値 で あ っ た．
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ロ ール 摂 取 量 と 成 人 病 死 亡 率と の 相 関

家 政　　 ○ 渡 漆 美 貴 ， 原 鳥 憲 美 子 ， 中 川 端 枝

・ 栄 養 研　 辻　 啓 介

目 的　 戦 後 ， 我 が 国 で は 食 生 活 の 欧 米 化 が 著し く ， 疾 病 構 造 も こ の 数十 年 間 に 欧 米 型 へ

と 変 化し て き て い る ． 一 方 ，国 民 栄 養 調 査 か ら は 動 物 性 食 品（ 特 に 卵 類 ， 肉 類 ） の 摂 取 量

が 増 加し て い る こ と が 明 ら か であ る ． そ れ に 伴 い ， 動 脈 硬 化 性 疾 患 と の 関 連 が 強 い と さ れ

て い る コヽ レ ス テ ロ ー ル の 摂 取 量 も ， 急 速 に 増 加 し て き た ． 今 回 は 成 人 病 に よ る 死 亡 率 と コ

レ ス テロ ー ル の 摂 取ft と の 相 関 関 係 や 摂 取 食 物 と 疾 病 の 経 時 的 な 影 響 を み る 指 標 と し て 時

差 相 関 係 数 を 各 種 統 計 資 料 より 求 め 若 干 の 知 見 が 得ら れ た の で 報 告 する ．

方 法　 国 民 栄 養 調 査 食 品 群 別 表を も と に ， 食 品 荷 重 平 均 群 別 表 を 作 成 し た ． こ の 表 を も

と に 科 学 技 術 庁 資 源 調 査 会 の日 本 食品 脂 溶 性 成 分 表（1989 ） か ら,    昭 和22 年 ～62 年 の41 年

間 の 食品 群 別 の コ レ ス テ ロ ー ル 含 量 表を 作 成 し た ． い わ ゆ る 成 人 病 の 死 亡 率 は 昭 和22 年 ～

62 年 の 厚 生 省 大 臣 官 房 統 計 情 報 部 の 人口 動 態 統 計 を 用 い た. 統 計 処 理 はLotus 1 －2-3 及 び

Stat Flex に よ り 行な い 相 関 係 数 お よ び 時 差 相 関 係 数 な ど 相 互 相 関 分 析を 行 な っ た ．

結 果　 平 均 １ 人 １ 日 当 たり の コレ ス テロ ー ル 摂 取 量 は 昭 和30 年 代 半 ば に 約200iiigで あ っ

た が そ の 後 急 速 に 上 昇 し た ． 昭 和40 年 代 に300ing を 越 し ， 以 降 現 在 で は330ing 前 後 を 推 移 し

て い る ． こ れ は ， 特に 卵 類 摂 取 量 の 増 加 に よ る も の と 考え ら れ る ． 成 人 病 死 亡 率 と コレ ス

テロ ー ル 摂 取 量 と の 相関 につ い て は ， 糖 尿 病 死 が 特 に 高 い ． 時 差 解 析に よ る と,   1～ ５年 前

の コレ ス テ ロ ー ル 摂 取 量 と 糖 尿 病死 の 相 関 が 高 く.       心 疾 患. 乳 が ん ， 結 腸 が ん と の 相 関 は

移 動年 数 が 増 す ほ ど 相 関 度が 高 ま っ た ． ま た ， 訂 正 死 亡 率 で 解 析 す る と 心 疾 患 は 負 の 相 関

を 示し た ．


